
「人のためになることがしたい」
校長 中熊 豊仁

「今年は人のためになることを進んでしたいと思います」
１月の始業式で低学年の子が述べた今年の抱負です。私は、この抱負に感心し、心が温

かくなるのと同時に、昨年末に読んだ新聞記事のことを思い出しました。

「自分ファーストという貧しさ」
輝け！お寺の掲示板大賞２０２５最高賞作品。「他者を尊ばず自分の幸せを追求するあ

まり、煩悩と分断が連鎖した貧しい社会にならないか」という思いをこの言葉に表したの
は、南さつま市のお寺で住職を補佐する坊守の方です。わが身を振り返りながら、ぐさっ
と胸にささりました。そしてこの言葉から連想したのは、アフリカでのボランティアや開
発援助に関わり続けたある作家さんのことです。「貧しさとは何か」「人間の本当の豊かさ
とは何か」といった問いが繰り返される数々の著作から、私は物質的な貧困の中にある精
神の豊かさ、逆に、豊かな国に潜む心の貧しさについて考えさせられました。

そこで、私は、以前から温めていたことを実行に移しました。私の身近にも、こうした
お考えを体現しておられる方がいらっしゃるのです。私が教員１年目に大変お世話になっ
た元教員の女性Ｔ先生、御年82歳。よく口にされていたのは「教育こそが平和をつくる。」
退職後、仲間と共にボランティアとしてカンボジアに学校を建設し、その後も毎年カンボ
ジアを訪れ、日本式の教育を広める活動をしていらっしゃいます。昨年は、錦江小学校の
卒業生が寄贈した鍵盤ハーモニカを現地へ送られています。

そのＴ先生に、今月の総合的な学習の時間、国際理解・生き方教育の一環としてカンボ
ジアでの活動の様子を「やっぱり学校」と題して６年生に話をしていただきました。子ど
もたちの「どうしてカンボジアだったのか。」という問いに、「初めて訪れた時、ココナツ
の実を切って作った皿を持って来た子がいました。皿にスープ
をついだら、その子は、こぼさないよう慎重に皿をもって建物
の裏に向かったのです。どうしてすぐに飲まないのかなと思っ
てついて行ったら、そこには、親やきょうだいが待っていまし
た。日本であれば一人分にも満たないようなほんのわずかなス
ープを、家族みんなですすっていました。それで、ここにしよ
うと決めました。」子どもたちはみんなうなずいていました。

「自分もいつか、Ｔ先生みたいに何か人の役に立てることがしてみたいと思います。自分
が目標とする人たちは、みんな人の役に立つことをしていることを知っているから。」

授業が終わった後の、ある子の感想です。Ｔ先生は、小学５年生の頃に本で読んだ偉人
の話の一節がずっと心から離れず、そのことがカンボジアでの活動につながったのだとい
います。まさに、小学生の頃の読書体験が生き方に影響しており、ある偉人についての読
書は、Ｔ先生にとって、人生を左右した原体験であると言えます。

子どもたちが今、物質的な貧困の中にある精神の豊かさや豊かな国に潜む心の貧しさに
ついて思いが至ることはないと思います。私自身も本当の物質的な貧しさというものを分
かろうとすることはできても、本当の意味で知ることは無いのだと思います。しかし、今
回の話を聴くことをとおして、それぞれの子どもが考えたことが少しでも心の中に残り、
何かをきっかけに、いつかそっと芽を出してくれたらよいと思っています。



 
 
 
 
 
 

学校評議員会 

１０歳の集い（4 年生） 

児童総会 

たこあげ（一年生） 

スクールゾーン対策委員会 
★ 今年度末に転校のご予定がある場合は、

担任または教頭までお知らせください。 

錦江校区コミュニティ協議会より 

安全パトロール員の募集について 
錦江校区コミュニティ協議会では、ボランティアによ

る安全パトロール員によって、１年生の下校時の見守り
活動を行っています。活動の概要は、1 年生の下校時
間に合わせて、３地区をリレーしながら児童の見守りを
しています。 

１地区・・小学校正門～東岩原交差点 
２地区・・東岩原交差点～加治木岩原交差点 
３地区・・加治木岩原交差点～加治木須崎口交差点 

※ 希望される方は、協議会まで御連絡ください。 
 錦江校区コミュニティ協議会 

火・水・金のみ （０９９５－７５－６３５１） 


